
【事業の分類】 関連するSDGｓの目標

2

3

3

【事業の内容】
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人と人がつながり助け合うまちづくり 233

政策 その他の特色 コストの方向性

基本目標 重点課題プロジェクト 施策コード

#N/A

男女共同参画・人権・多文化共生 市長公約 総合戦略 コスト増大

施　策 事業種 継・新 公共施設等総合管理計画 骨格・肉付け

多文化共生社会の推進 ソフト 継続

事業名 九州大学国際村交流事業 担当部課 経済振興部 学研都市づくり課

事業内容

○市内中学生と九大留学生との交流を通して、課題解決に向けた
ワークショップを年３回実施。
○中学生は英語に親しみながら、多様な文化を学び、世界に視野を
広げ、中学生自らが考える機会を創出する。
○４回目として、ワークショップメンバーに地域住民や地域の留学生を
加え、交流を通じてお互いの文化、習慣、理解、考え方等を理解する
機会とする。

進捗状況
・
現状

○R4はいこっか事業として、環境問題（全４
回）に取り組んだ。
○中学生、保護者、留学生から一定の評
価あり。

事業期間 令和５年度～令和７年度 会計種類 一般会計

事業目的

九州大学国際村構想の実現化に向けて、九大留学生等との
交流事業等を通した市民の多文化共生に対する意識醸成を
図る。また、留学生等が日本や地域に馴染むことにより、在日
後の孤独感を解消する。

事業主体 糸島市

実施方法 直営

総事業費 1,700 千円
（うち市予算化分）

千円

予算科目
前回の実施計画に
計上した総事業費 1,500 千円

款 項 目

1,700

2 1 7
1,500 千円

【担当課による評価】

◆活動指標

指標 現状値
当該年度
目標値 最終目標値

国籍や文化が異なる人びとが、お互いに地域で支え合いながら、暮らしていると思う
市民の割合（市民満足度調査）

34.0% 41.0% 45.0%

地域在住留学生の参加者数（累計） 0人 10人 30人

◆長期総合計画基本計画の施策に関する目標達成指標　※本事業やその他関連事業の実施により達成される数値

指標 基準値（R1) 当該年度目標値 目標値（R7)

◆事業の必要性など

事業の必要性 ③必要な事業であり、ぜひ実施したい。

行政関与の妥当性 ③内容的に行政が行うべき事業である。

事業の効率性
（費用対効果）

④わずかな費用で、大きな効果が期待できる。

緊急性 ③今行わなければ、近い将来必ず市民生活に支障が出る。

市民ニーズ ③やや高い

緊急性

妥当性必要性

効率
市民ニーズ

緊急

行政関
必要性

効率

0

1

2

3

4
市民ニーズ

緊急性

妥当性必要性

効率性

- - -
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【事業費】 九州大学国際村交流事業

（単位：千円）

令和５年度 令和６年度 令和７年度 合計

※上段　　（ ）：市の予算を通らない事業費　【】：繰越費　斜体：ランニングコスト

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他
700 700

一般財源（a）
500 500 1,000

事業費（A）
700 500 500 1,700

主な事業費内訳 報償費 報償費 報償費

従事職員数(人) 0.3 0.3 0.3 平均人件費

総コスト（A＋B） 3,310 3,110 3,110
総コスト
計

9,530

8,700

人件費（B） 2,610 2,610 2,610
人件費割合

(%)
82.2

財源の
種類

特定財源の名称
（使途が定められた財源）

根拠法令等 補助率等
（地方債は交付税措置率）

国庫支出金

（a＋b）

地
方
債

実
質
負
担

交付税措置額 -

一般財源充当額（b）

令和５年度移住・定住・交流推進
支援事業助成金

令和５年度移住・定住・交流推進支援事業実施要項 100%

年　　度 積算基礎 合計

県支出金

地方債 （充当率    ％）

令和７年度

➢諸謝礼：190千円（留学生＠３千円×10人×３回＋交流協力者＠5千円×20人）
➢消耗品費：20千円（実験道具、筆記用具など）
➢印刷製本費：18千円（＠5円×3,100枚×1.1）
➢会場使用料：172千円（会場33千円/ｈ×4時間＋備品40千円）
➢着物クリーニング代：100千円（＠5千円×20人）

500 千円

担当部長による
総合評価

本市と九州大学が進める「九州大学国際村（人と地域の交流の場づくり）」や「糸島サイエンス・ヴィ
レッジ（知の拠点づくり）」の２つの構想を両輪にした、100年先を見据えた真の意味での学術研究都
市の構築を目指している。
そのためにも、交流事業等を通し、市民の多文化共生意識を醸成することは必要である。

令和５年度

➢諸謝礼：219千円（留学生＠3.3千円×10人×３回＋交流協力者＠5千円×20人+講師＠20千円×１人）
➢消耗品費：94千円（実験道具、筆記用具など）
➢印刷製本費：45千円（＠5円×8,100枚＜(中学生3,100枚+泊世帯700枚+国際寮250枚)×両面＞×1.1）
➢会場使用料：172千円（会場33千円/ｈ×4時間＋備品40千円）
➢着物クリーニング代：100千円（＠5千円×20人）　　➢バス借上げ料：70千円（大型バス4時間）

700 千円

令和６年度

➢諸謝礼：190千円（留学生＠３千円×10人×３回＋交流協力者＠5千円×20人）
➢消耗品費：20千円（実験道具、筆記用具など）
➢印刷製本費：18千円（＠5円×3,100枚×1.1）
➢会場使用料：172千円（会場33千円/ｈ×4時間＋備品40千円）
➢着物クリーニング代：100千円（＠5千円×20人）

500 千円

その他
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